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福岡市周辺の海産生物調査. 1.博多湾、の海藻・海草類

中村{憂太1*・鶴田 成 2・JlI口栄男2

九州大学大学院農学研究院資源生物科学部門動物・海洋生物資源学講座水産増殖学研究家
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Investigation of the Marine Organisms around the Fukuoka City. 

1. Seaweeds and Seagrasses in the Hakata Bay 

Y u ta N AKAiVIURA 1ヘYukinariTSURUDA 2 and Shigeo KAWAGUCHI2 

1 Laboratory of Fisheries Biology， Division of Animal and iVIarine Bioresource Sciences 

緒

福岡市の海の玄関口である博多湾は，福j河市の急激

な発!民に伴い，特に1990年代から，赤潮の頻発および

発生期間の長総fヒ，湾奥部における緑潔アオサ類の大

Iit.tm殖(ココグリーンタイド)，夏季における貧酸素水腹

の出現など，水質環境がかなり怒化したと考えられる

そのため福間市では，博多湾の水質環境の保全あるい

は改善を E~I 的とした極々の対策を講じてきた.例えば，

排水処理施設の新設，生活排水の高度処理による N，

P負荷の軽減，過剰に鳩嫡したアオサ類の除去，海浜

部分の殺fm!，海域環境創造事業(“シーブルー事業っ

として汚泥が沈積した部分への滋砂， f'F-t存，総藻ホン

ダワラ類11下落(ガラモ場)および海草アマモ訴落(ア

マモ潟)の造成事業等々(福附r!12008).その結架，公

表されているデータによれば，博多湾の水質潔mはここ
10年ほどでかなり改設された部分もある.しかし，徳岡

市のお指す“生物が生まれ育つ隙多湾"を実現するため

には，ヰiなる水質環境の改善や作滋・複砂等のみでは不

十分であり，生態系金体を規野に入れた環境保全対策を

実施し，立つその対策の有効性を検証する必要がある.

我々の研究室では，これまで，博多湾の潔境保全に

資するためー述の基礎的研究を展開してきているが，

1九州大学法学部動物生絞科学科水産増殖学研究家

そのーっとして，沿浮生態系の基盤をなす海藻・海lfJ:

類の生育の現状についての誠資がある.その結楽につ

いて報告する.

材料と方法

議査地点として，天然の岩場のある湾内6地点 [A

!都合， B今津， C.妙見dl1ll，D.牧のぬ，E.志賀島南部(街

ノiflilillll)，F.志賀ぬ北部 (ij券局)]を選定した(毘 1)

調査は， 2006 if-4 Jiから 2007if. 2 Jiまで， 2ヶ月毎，に
詩1'6凶，大将qJの千潮時に行なった.会手議査地点では，

汀線と5j'.行に距離約50m の範囲で，潟i問;~j}J二部からi前

F帯上部(水深約1.5mまで) (二生育している海藻・海

草類を任意に採集した.現場で降定できる積については

種名を記録すると問符に，一部を教室に持ち帰り，抑し

紫標本とした 現場での制定が間禁止なものについては，

アイスボックスにて持ち帰り，実体顕微鏡および光学顕

微鏡を問いて磁の同定を行った.希少と考えられる材料

は，一言15を顕微鏡綴家間の活i定材料とし，残りは樹定せ

ず押し梁:標本とし，当研究室の海藻類際本庫に保存し

た.打ち上げ材料および浮遊材料については， ffllJ也域か

ら流れてきた可能性があるので¥調査対象からi除いた

尚，生育確認、積の分類学的取り扱い，学名及び本調

査結采リスト上での配列は，吉田ら (2005)に従った.

2 JL1H大学大学院J1!l:学研究院劾物資源科学部門海洋生物生鐙学識臨水産増殖学研究室
1 Laboratory of Fisheries Biology， Division of Animal and iVIarine Bioresource Sciences 
2 Laboratory of Fisheries Biology， Division of Bioresource Sciences 
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5km 

図1 i怒号車・海主主類の調査地点

結果と考察

1. 2006年度における海藻・海草類生育状況

実施された計6@]の調査によって生育が権認された

海藻・海草類の種類数は， 6地点全体で緑藻繍(以下g)

が14積，褐藻綱(以下b)が37磁，車工深綱(以下r)

が61穏，海主主類が2穏の合計114種であった(表1)

海草類は，6調査地点の内，今津 (B)と志賀島北部 (F)

でのみ認められた. また，各議まま地点毎の海渓類主主脊

機数をE吉区唐泊から湾内皮i時計図りに並べると，唐泊

(表1，A)ではg:b:r・=5:23・39の言1"67積，今津(表1，B)

で、はg:b:rココ6:12:38の言1.56務，妙見出111(表1，C)では

g:b:r= 5:3:18の計26穏，牧の委主(表1，D)ではg:b:r

=9:2:9の計20種，志賀島南部(表1，E)ではg:b:r=

7:12:39の言1.58種，志賀島北部(表1，F)ではg:b:r=

9:30:46の計85干重であった.

この調査結果から， t導多湾における海藻類の生脊滋

類数は，湾~に向かうほど大きく減少していることが

分かる.この減少は褐藻網と紅藻織で明瞭で(図2)，

i楽JJ)}・ 1海中林の主要構成種である大型掲務類(コンブ

悶コンブ科およびヒパマタ段ホンダワラ科)で特に顕

著に認められた(表1，図3). 一般に，海5菜類の生育
種数は，富栄養化ゃ埋め立て工準などによる水質の惑

化に伴い減少すると考えられている(川井2001).福

岡市による博多湾の水質データによれば(綴河市

2008)，平成以降，湾奥ほどCOD11践が高く，特に中央

部より奥部(福岡市の区分では中部海域から東部海域)

にかけてCOD織が継続約に3mg/L前後で推移してお

り，海域の栄養階級区分(1潟市1989)では，富栄養j或

から過栄養成とみなされる，本研究で示された湾奥へ

向かつて海i菜類生育種数が大きく減少することは，そ

うした水質の富栄養化の程度を反映したものと推察さ

れる.

調査地点中最も生育極数の多かった志賀島北部の85

種は，湾外での生育種数と比べて多いのか少ないのか，

博多湾路辺で唯一生育積数データのある福津市津屋崎

海岸と比べてみる.津屋崎(恋の浦)海岸では，春3，4

月のみの謁査で約110積が報告されている(上の溜・
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しかし， EI視的には群落としての発達程度主は貧弱で、，

藻場あるいは海中林とIJ手べるような波衝な群洛は認め

られない.博多湾の琉境保全を考える場合に，海藻・

海草類の生育種数を継続的にJ巴握することは緩めて重

要と考えるが，問 11寺に，特に大型掲Ñ~綱君干潟の発達程

度(現存iiEあるいは生育密度)に関するデータのili~絞

各調査地点における大裂褐藻類(コンブ臼，

川口 1997).本研究と同総1年間の調査を行えば，恋

の;雨海岸で、の生育種数はさらに増えることが予想され

る.従って，志賀島北部での85種は，湾外での生育種

数に比べてかなり少ないと言える

調査地点中，外海に近い唐泊，志賀島北部では，大

型掲E菜類の生育種数は9種でi湾内他地点と比べて多い

図3



4 中村

も不可欠であろう

2. 1996年度の調査結果との比較

我々の研究室には，本研究からちょうど 10年前，

1996年4月から 1997年2月まで，博多湾内5ヶ所で

2ヶ月毎に言十6回，間様の識査方法により海藻・海草

類の槌生調査を行ったデータがある(岡崎未発表).

その調査結果と今回の調査結果を比較検討する.

まず，調ま基地点全体で磁認された生育種数を比較す

ると， 1996年度に生育が緩認された穏数は， 5地点合

計でg:b:r=11:31:62の104穏であった.今回の生育

穏数は，前述したように6地点、で言t114穣でありやや

犠加している. しかし，この数値は調査地点数が異な

るのでiE磁な比絞とはならない.そこで， 1996年度と

共通の4調査地点についてのみ比べることにする.共

通調査地点は，唐泊 (A)，妙見附 (C)，志賀島南部・

雨ノ浦州J (E)，志賀島北部・勝馬 (F) の4t致点であ

る(図1).この4地点全体では， 10年前がg:b:r=

10:31:61の言十102穏，今回がg:b:r=8:35:58の計101

種でほぼ間数である.また，各謁変地点毎に主主育務;数

を比べると， A地点では1996年度:2006年度=

66:67，時様にC地点では30:25，E地点では55:57，

F地点では85:84であり， C地点の幸子干の減少を徐け

ば，ほぼ同数の主主育種が確認されたことになる.C地

点についても，採集時の見逃しゃ年変動も考Aえられ，

5磁の迷いが環境の何らかの長期的変化の結果なのか

どうかは判断が難しい.この点を確認するためには継

続した識変が必要で、あろう.

以上のことから，博多湾においては，海:築・海草類

の生育複数は10if高官と比べて特に大きな変化{立見られ

ず，全体としてほぼ間程度の種多様性が保たれてきた

と言えよう.この極多様性の保全と，水質環境がここ

10年間で大きく変化していないこととが相関するとす

れば，海藻・海草類の生育種数は，博多湾水質環境の

生物によるモニタリングの一指標となりうるように怒

われる.いずれにしても，海藻・海草類は生態系の基

盤として重要で、あり，博多湾の潔境保全のためには，

太ら

毎年，あるいは数年程度の間隔での生育種数調査が必

要であろう.特に‘も場， (アマモ場，ガラモ場)に

ついては，沿岸域での主重要な生態系を構成することか

ら(横浜2001，小路2009)，その分布阪綴や生育密度

に演するモニタリング調査を継続して行ない，少なく

とも現状を保全する努力が必姿であろう.ガラモ場に

ついては，今のところ，福岡市による藻場造成事業が

成功しているとは言いがたいが，アマモ場については，

湾奥のアイランドシティ(人工島)周辺での仰のよう

に(福岡市2008)，造成成功の可能性は少なくない.

環境を改善し，“生物が生まれ育つ博多湾"にするた

めの方策のーっとして，今後，積極的にアマモ場造成

事業を展開することが考えられてよい

謝 辞

本研究を遂行するに際し，望附興隆准教授をはじめ

として，水~増獄学研究室さの大学続学生諸氏に多大な

援助をいただいた.ここに記して感謝を申し上げる.

要 約

2006:<:f. 4月から 2007年2月まで2ヶ月毎に計6悶，

憾多湾内6地点(段治，今浮，妙見出qJ，牧の必，志賀

島南部，志賀島北部)において，海潔・海草類の生育

種類数潟査を行った.6地点、合わせて海:菜類112種(緑

渓綱 14穏，持H議終~37穣，紅i築綴 61栂)，海草類 2種の

言十114穫であり，その生脊穏数は湾奥ほど減少した

その減少は褐藻綱，紅汲;織で明n女であり，特に大主主褐
漆綱(コンブ科，ホンダワラ科)で顕著で、あった.こ

のことは，湾奥ほど富栄養化の程度が高いことの反映

であると考えられた. 10年前の同様の調査と比較した

ところ，各地点での生育穣数に特に大きな変化は見ら

れず，湾全体として10年前とほ{ま洞程度の穏多様性が

認められた.これは， j導多潟の水質環境がこの10年間

で特に大きく変化しなかったことによるものと推察さ

れた.

表1 博多治、主主海藻・海菜類リスト

穏名

緑渓網 CHLOROPHYC巨AE
フンソウモドキ手ヰCollinsiellaceae

シワランソウモドキ Col/insiellacava (Yendo) Prinz 
ヒ卜工グサ手ヰ Monostromataceae
凡1onostrolllanitidul1l Wittrock 
υIvaceae 

識変地点

A B C D E F 

題



5 

隠

甑

濁

題

題

国

劉

聞

酒

盤

固

闘

思

盟

園

調

毘

隠酒翻

組

臨

園

濁

鴎

園

調

盟

題

臨

塑

匿

盟

国

隠

ヒメアオノリ BlidIllgiaminima (N昌geliex Kutzing) Kylin 

ヒラアオノリ Ulvacomp陀 ssaLinnaeus 

ウス;'iアオノリ U.linzaLinnaeus 
ミナミアオサ Uohnoi Hiraoka et Shimada 

アナアオサ U.pertllsa Kjellman 

スジアオノリ U.proliferaMuller 

アオサ属一種 U.s:p.

シオグサ手ヰ Cladophoraceae

アサミドリシオグサ Cladophorasakaii Abbott 

シオグサ属一種 C.sp

ミル科 Codiaceae

ミ)[..Codillmj均gile(Suringar) Hariot 

ハネモ科 Bryopsidaceae

ノ、ネモ Bryopsispl1lll1osa (Hudson) C.Agardh 

ノ、ネモ潟一穏 B.sp. 医臨翻際

シオミドロ科 Ectocarpaceae

シオミドロ属一穣 Ectocarpussp. 

イソガワラ幸ヰ Ralfsiaceae

イソガワラ属一種 Ralfsiasp 

クロガシラ科 Sphacelariaceae

クロガシラ腐ー穣 Sphacelariasp 

アミジグサ科 Dictyotaceae

ヘラヤハズ Dictyopterispro/ifera (Okamura) Okamura 

シワヤハズD.lIndll/ataHolmes 

アミジグサ Dictyotadichotoma (Hudson) Lamouroux 

アミジグサ属一種 D.sp

フクリンアミジ Dilophllsokamllrae Dawson 

サナダグサ Pachydictyol1coriace1ll11 (Holmes) Okamura 

ウミウチワ Padinaarborescens Holmes 

コナウミウチワ P.crassa Yamada 

コモングサ SpαtOg/OSSllll1pac折口1mYendo 

ナガマツモ科 Chordariaceae

クロモ Pap引所Issie/lakllromo (Yendo) lnagaki 

ネパリモ科 Leathesiaceae

ネパリモ Leath自問dif.formis(Linnaeus) Areschoug 
シワノカワ PetrospongillmrugOSlIlI1 (Okamura) Setchell et Gardner 

ハパモドキ科 Punctariaceae

ノ、ノtダマシ PUl1ctariap/antaginea (Roth) Greville 

カヤモノ 1)科 Scytosiphonaceae

ワタモ Co/poll1eniabll/losa (Saunders) Yamada 

フクロノリ C.sinllosa (Mertens ex Roth) Derbes et Solier 

イワヒゲ Myelophycllssill1plex (Harvey) Papenfuss 

ノ、ノtノリ Peta/oniabinghamiae (J.Agardh) Vinogr昌dova

カヤモノリ Scytosiphon/omentariα(Lyngbye) Link 

ムチモ科 Cutreliaceae

日ムチモ ClItleriacylindrica Okamura 

ウルシグサ寺ヰ Destmarestiaceae

1)ケウ)[..シグ長サ Desll1a陀 stiaviridis (Muller) Lamouroux 

チガイソ幸ヰ Alariaceae

ワカメ Undariapinnatifida (Harvey) Suringar 

ツルモ科 Chord匂ceae

j)ツ)[..モ Chordafilllm(Linnaeus) Stackhouse 

箇

盤

盟

罰

箇

関隠

隠

思

際

関

箇

周

褐藻綴 PHAEOPHYCEAE

国

調

際

箇

塑

隠

周

箇

題

瞳

湖

偲

際

臨

調

霞

瞳

罰

隠

盟

塑

盟

鼠

盟

調

臨

盟

国

園

濁

箆

臨

歯

医

盟

問

関

盟

翻

翻

盟綴国
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観

額

題

題

臨

臨

臨

鶴

麹

圏

関

髄

盤

盤

盤

額

路

翻

関

翻

鶴

盤

盤

関

頭

盟

関

盟

関

菌

盟

塵

園

闘

関

閤

盤

盤

趨

盟

圏

閤

監

関

隠

題

館

館

鶴

欝

盤

留

弱

爵

鑓

鶴

調

調

鴎

際

臨

臨

闇

闇

盤

麗

鹿

関

隠

鴎

盤

盤

閤

溺

隠

関

題

関

箆

盤

盤

盤

盤

盤

盤

露

混

濁

関

図

国

調

題

鰯

蕗

箆

盤

寝

盤

緩

闇

国

扇

盤

紅藻鯛 RHODOPHYCEAE

ら太

フクロフノリ Gloiopeltisfllrcata(Postels et Ruprecht) J.Agardh 

マフノリ G.tenax (Tuner) Decaisne 

スギノ 1)科 Gigartinace沼e

カイノリ Chondracanthllsintermedills (Suringar) Hommersand 

スギノリ C.tenelllls (Harvey) Hommersand 

ツノマタ C.hondms ocellatlls Holmes 

ツノマタ腐一磁 C.sp.

ムカデノリ不十 Halymeniaceae

ムカテー/1) Gratelollpia asiatica Kawaguchi et孫、抗g

サクラノ 1)G. imbricata Holmes 

フダラク G.lanceolαta(Okamura) Kawaguchi 

ツ)!.-ツ)!.-G. truturu Yamada 

マツノリ PolyopesC{がnis(Harvey) Kawaguchi et Wang 
キョウノヒモ P.lanc伶lills(Harvey) K註waguchiet ¥九iang

イバラノ 1)科 Hypneaceae

{愛

コンフ寺斗 Laminariaceae

クロメ Eckloniakuれ'OIlleOkamura 

イシゲ科 Ishigeaceae

イシゲ lshigeokalllllrae Yendo 

ホンダワラ手ヰ Sargassaceae

ホンダワラ Sargasslllllρilvellwll(Turner)C.Agardh 
ヒジキ S.fusiforme(Harvey) Setchell 
イソモク S.hemiphylllllll (Turner) C.Agardh 

アカモク S.horneri (Tur担er)C.Agardh 

トゲモク S.micracαnthlllll (Kutzing) Endlicher 

タマノリ、キモク S.mllticllm(Yendo) Fensholt 

ナラサモ S.nigrifoliwll Yendo 

ヤツマタモク S.patens C.Agardh 

ウミトラノオ S.tllllnbぜrgii(Mertens ex Roth) Kuntze 

エゾノネジモク S.vezoense iYamadal Yoshida et T.Konno 

〆ノ

ヒメテングサ Gelidillllldivaricatulll Martens 

マクサ G.elegans Kutzing 

/、イテンクサ G.pllsillum (Stackhouse) Le Jolis 

オノfクサ Pterocladiellatenllis (Okamura) Shimada， et al. 

カギケノ 1);科 Bonnemaisoniaceae

ノリ BOflnelllaisoniahalllifela Hariot 

イソモッカ手ヰ Caulacanthaceae

イソダンツウ Call1acαntlzllSllstlllatlls (Turner) Kutzing 

リュウモンソウ科 Dumontiaceae

イソウメモドキ Hyalosiphoniacaespitosa Okamura 

村中

ウシケノリ科 Bangiaceae

フノリノウシゲ Bangiagloiopeltidicolaγanaka 

アマノリ属品穏 Porphyrasp. 

アクロカエティウム手ヰ Acrochaetiaceae

ミルノベニ AlIdollinellahowei 

〆〆

ウスカワカニノテ Amplziroazonata Yendo 

ピリヒノ，Corallina pillllifera Postels et Ruprecht 
ミサキイシゴロモ Lithophyllwllshioense Foslie 

モサズキ属一橋 Jania

6 
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霞
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関

盟
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関
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思

盤
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画
題

圏

額

面

圏

閤

盟

イノfラノリ H'ypneacharoides Lamouroux 

ツカサノリ手ヰ Kallymeniaceae

トサカモドキ隠一種 Callophyll日中、

オキツノリ手ヰ Phyllophoraceae

オキツ/リ Ahル1υ'!俳/んμ台μlωf白10ψp:，川r口sfiab卸el的l(戸丹h仰フ刀r附v
ユカリ科 P円locami陥aceae

ユカリ Plocalllillllltelfairiae (Hooker et Harvey) Harvey 

ベニスナゴ科 Schizymen iaceae 

ベニスナゴ Schiこyllleniadllbyi (Chauvin et Duby) J.Agardh 

ミリン科 Solieriaceae

ホソノfミリン Solierialenllis Zhang et Xia 

オゴノリ寺ヰ Gracilariaceae

シラモ Gracilariabrusa-pastoris (Gmelin) Silva 

カノtノリ G.lexlorii(Suringar) Hariot 

オゴ、ノリ C νerllliclllophylla (Ohmi) Papenfuss 

ワツナギソウ手ヰ Champiaceae

ワツナギソウ Challlpia戸1rVIIIα(C.Agardh)Harvey 

フシツナギ手ヰ Lomentariaceae

フシツナギ LOlllenlariacalenala Harvey 

コスジフシツナギ L.hakodatensis Yendo 

マサゴシパリ科 Rhodymeniaceae

タオヤギソウ Chrysyllleniawrightii (Harvey) Yamada 

イギス科 Ceramiaceae

イギス Cerallliwllkondoi Yendo 

イギス属~fillc. sp 
カザシグサ Griffilhsiajaponica Okamura 

カザシグサ属 ~flll G. sp 

ダジア手ヰ Dasyaceae

イソハギ Heterosiphoniajaponica Yendo 

ダジア属~.Hl Dasya sp 

コノハノリ科 Delesseriaceae

カギウスノfノリ Acrosorill川町nllloSll1ll(Zanardini) ](ylin 

アヤニシキ Martensiafragilis Harvey 

フジマツモ手ヰ Rhodomelaceae

ユナ CllOndriαcrassicalllisHarvey 

ヤナギノリ C.dasyphyllα(Woodward) C. Agardh 

カタソゾ LαurellClacαrlilαginea Yamada 

クロソゾ L.inlerllledia Yamada 

ウラソゾ'"L. nipponica Yamada 

ミツデソゾ L.okalllllraeYamada 

マギレソゾ L.sai灼 iPerestenko 

ソゾ属一種 L.sp 

1) イトフジマツ Neorhoda川elaIIlllnila (Perestenko) Masuda 

キブリイトグサ Neosiphoniajaponica (Harvey) ](im et Lee 

エンドウイトグサ N.yendoi (Segi) ](im et Lee 

ショウジョウケノリ Polysiphoniasellliclllosa Harvey 

イトグサ成禄 P.sp.

コザネモ Symphyocladia11悶陀Iwntioides(Harvey) Falkenberg 
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園

盟

盟

国

盟

関

匿

圏

額

関

盟

匿

圏

周

国

陸

圏

閤

霞

園

題

属

関

闇

頭

霞

圏

関

盟

国

盟

臨

園

盟

陸

盟

国

圏

阻
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園

圏

園
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閤

単子葉綱

アマモ科 Zosteraceae

アマモ ZosteralIlarina Linnaeus 

エビアマモ Phyllospadixja，戸川iClIsMakino 

JI生育個体数が極めて少ない碩 (1，2個体のみ)
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Summary 

The seaweeds and seagrasses growing in the Hakata Bay were bimonthly investigated at the six local-

ities (Karadomari， Imadzu， Myoken-Misaki，か1akinohana，southern Shikanoshima and northern 

Shikanoshima) from April 2006 to February 2007.Totally， 112 seaweeds (14 Chlorophyceae， 37 Phaeo“ 

phyceae and 61 Rhodophyceae) and 2 seagrasses were found. The number of species found at the localト

ties was greatly reduced toward the inside of the Bay. The reduction was conspicuous in Phaeophyceae 

and Rhodophyceae， particularly in large Phaeophyceae (Laminariaceae and Sargassaceae). This seemed 

to reflect the higher degree of eutrophication in the inner part of the bay. A comparison was made be-

tween the result in this study and that obtained just ten years ago. Almost no difference was found in 

the number of seaweed and seagrass species品teach locality， and as a whole a similar biodiversity was 

recognized. We suppose that the result corresponds with the water quality that remained unchanged 

during these ten years. 

Key words: eutrophication， Hakata bay， seaweed/seagrass bed， seaweed/seagrass flora 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

